
2013年度関西学生バスケットボールリーグ戦
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
6 * 0 0 7 11 2 2 3 2 5 7 2 0 1 0
13 * 0 1 5 7 2 6 2 1 0 1 1 3 4 0
25 * 4 5 5 6 0 1 1 0 1 1 3 2 3 0
50 * 0 1 3 9 0 0 2 0 0 0 0 1 1 0
56 * 0 0 1 7 0 0 3 5 4 9 3 3 1 0
91 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
5 0 0 1 0 3 0 0 1 0 3 3 2 1 1 0
7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
19 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
22 0 2 5 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
27 0 0 0 1 2 0 0 1 0 1 1 0 0 1 0
39 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0
49 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
99 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

0 2 3 5 0
6 13 22 48 4 9 14 8 15 23 16 10 13 0

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
5 * 0 1 3 4 1 1 1 0 2 2 1 1 2 0
14 * 0 3 1 6 0 0 2 1 2 3 1 5 1 0
18 * 0 1 3 6 0 0 2 2 7 9 2 0 2 0
24 * 0 3 2 4 0 0 2 1 1 2 2 0 1 0
29 * 1 2 4 7 3 3 1 0 2 2 4 0 1 0
3 0 0 3 1 2 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0
7 0 0 0 1 3 2 2 1 1 0 1 1 0 1 0
8 0 0 0 2 4 1 4 1 0 0 0 0 0 0 0
10 0 0 1 1 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
12 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0
20 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0
27 0 0 0 2 3 0 0 2 0 1 1 2 0 0 0
76 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
88 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
99 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 2 2 4 0
1 15 20 41 7 10 16 5 16 21 16 6 9 0

Team / Coach: 尾前　光昭 -
合　　　計 50

井上 隆成 0
山内 爽 0 2

3
4

佐藤 雄人 0 4
船戸 瑞貴 4

RATE 6.7%

1

0

48.8% 70.0%
200

高野 慎也

向井 和希 4 12

23
川武 雅幸 14

元田 大貴

25

0 9

山形 昇平 5 14
津江 彰太 2 9

29

改田 賢太 7 25

ST MINTO AS

佐々木 大輔 2

石塚 渉 4
井島 啓貴 6
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高山 竜之介 2 34

6

同志社大学

№ Ｓ 選　手　名
２Ｐ ＦＴ

ＦPTS

Team / Coach: 二杉　茂
合　　　計 66

今古賀 勇哉 0

200
RATE 46.2% 45.8% 44.4%

林 汰一 0
2

中村 翔太 0 3

川田 稜介 2 38
小田　淳

2

村野 優人 0 2

牧野 弘明 0 2
田中 一輝 0 28

10
佐藤 友弘 2 3
岡本 隆二 0 3

0 3

田中 駿也 22 30

松本 匡平 6

幡本 優生 12 35

安野 航平 6 17

Ｓ 選　手　名 ＦＴ MIN

Simon Ojwang 16 22

AS ST BSTOPTS ３Ｐ ２Ｐ

3位決定戦 勝チーム

試 合 日 2013.12.15
天理大学開始時間 14:30

会　　場 近畿大学記念会館

天理大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト
試 合 ＮＯ157

66 50

敗チーム

同志社大学

男子

戦評
総括
序盤はお互いに厳しいディフェンスでロースコアな展開が続いたが、徐々に天理大学がリバウンドを制し始め、セカ
ンドチャンスを着実に決めリードを広げていく。同志社大学も速攻がいくつか出るものの、ミスが多く点差を縮めること
が出来ないまま天理大学が勝利した。
第1ピリオド
天理大#13播本がシュートを決めて始まるが、そこからはお互いシュートが決まらない展開が続く。残り7分同志社は
#5改田が速攻を決めると、天理大が#6サイモンのゴール下などで入れ返す。しかしそこからは、お互いにミスが続き
点を決めることが出来ない。お互いに相手のディフェンスを切り崩すことが出来ず11-11の同点で第1ピリオド終了。
第2ピリオド
同志社#29川武のシュート、フリースローで始まる。すると、天理大はゾーンにディフェンスを変えると同志社の得点
が止まり、天理大#6サイモンのインサイドで逆転に成功する。天理大が厳しいディフェンスからインサイドを攻め、少
しずつ点差を広げていく。ゾーンを攻めきれない同志社は天理大にリードを明け渡し、29-21で前半終了。
第3ピりオド
天理大は前半同様、#6サイモンのゴール下から始まるが、#6サイモンがテクニカルファウルを取られてしまう。天理
大#25田中の3Pシュートが決まりリードを広げると、同志社#14高山がシュートをきめると天理大#50安野がミドル
シュートを決め点差を縮めさせない。逆に#56川田の3Pシュート、#13播本の速攻が決まりリードを徐々に広げてゆ
く。49-36で天理大がリードのまま第3ピリオド終了。
第4ピリオド
同志社#12元田のブロックショットから始まるが、その後は天理大が着実に点を重ねていく。同志社は#7向井がゴー
ル下などを決めるも、ミスもあり、流れに乗ることが出来ない。その間も天理大は#25田中の3Pなどシュートを決める。
同志社も#27船戸の速攻が出るが、点差を詰めることが出来ず66-50で天理大学が3位決定戦を制した。
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